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２０２２年１１月１５日号
働き、生活できる

労働条件を獲得しよう

　11 月 1 日に「日本通運の無期転換逃れ」裁判の判決が東京高裁であり、「控訴棄却」となった。
傍聴席から判決に対して怒りと抗議の声が上がっていたが、全く持って不当な判決であり、到底、
納得できるものではない。この間の公判の経過から、今回は良い結果が出ることを期待していたが、
裁判所は事実関係、経過を無視し、自らの判断を放棄したと言わざるを得ない。どうしても日本の
裁判所は労働者の権利より、大企業の事をおもんばかるという傾向がある。この間の労働関係裁判
の判決を見ても、その傾向は一段と強くなり、司法の劣化が進んでいる。本来は労働組合として対
応すべき問題であるが、日本の労働組合（連合）は正規雇用者中心の組合であり、非正規雇用者の
権利にあまり関心がない。賃上げも政府が財界にお願いしているという今の状況は、司法だけでな
く、同じように労働組合もその存在価値、そして劣化が進んでいるようだ。　
　判決後の報告会で参加者から、「不当な判決を出した裁判長の名前を公表し弾劾すべき」との発
言もあったが、その裁判長裁判官の名は「中村也寸志」と言う。余談だが、同じ中村でも私の好き
な歌舞伎役者だった中村吉右衛門の「鬼平」なら、きっと悪をばったばったと切ってくれるのでは
ないかと思った。
　11 月３日の憲法が公布された記念日である「文化の日」は、朝からどのテレビ局も一面、「Ｊア
ラート発令と北朝鮮がミサイルを発射」と叫んでおり、異様な感じがしたが、警報が発令されたこ
ろには、すでにミサイルは日本上空を通過した後という間抜けぶりである。もちろんミサイルが日
本上空を通過するのは良い気分ではないが、同時期に北朝鮮近辺で、５年ぶりに米韓合同軍事空中
演習が行われており、それに抗議する意味もあったようだ。私たちはいかなる国の軍事演習にも反
対である。政府は台湾有事をことさら煽り、中国脅威論を展開し、軍備増強を画策している。習近
平国家主席の３期目の継続には頭がクラクラするが、日本でも故安倍元首相は党規約を無理やり改
正し、３期目に突入したが、またしても体調不良を理由に政権を投げ出すなど、とてもほかの国を
批判する事は言えないと思う。岸田首相は「検討する」を連発することから、「検討士」と揶揄さ
れているが、今は統一教会問題、コロナ対策、円安、物価高問題でにっちもさっちもいかず、前に
も後にも進めない状況から、「カニ総理」と呼ばれているそうだ。憲法改正問題で立憲民主党は「論
憲」を主張しているが、今ある憲法で保障された権利さえ守られていないという現実をどうするの
かという論議が先ではないのかと思う。臨時国会もあと僅かではあるが、立憲野党には頑張っても
らいたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：滝沢寿隆
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　韓国サンケン労組の仲間が来日、10 月 17

日、千代田区にある日本教育会館で報告集会

が開かれた。主催は、「韓国・金属労組慶南

支部韓国サンケン支会（韓国サンケン労組）

韓国サンケン

労組を支援す

る会」。

　韓国サンケ
ン労組の闘いは、22 年 7 月 6

日に終結した。昌原・馬山工場前での 24 時

間テント座り込みから 724 日、ソウル・サ

ンケンコリア前でのテント籠城 148 日目、

サンケン電気と韓国財

閥 LG 電子の合弁企業

APTC 占拠 16 日、ハ

ンスト 14 日という命
がけの闘いと日韓連帯の力で、急転直下、妥

結するに至った。集会では、来日した韓国の

仲間から報告を受け、2 年間にわたる闘いの

成果と教訓、日韓労働者の連帯と尾沢裁判闘

争の課題についても報告を受けた。

　『統一協会癒着徹底追及！改憲発議反対！

軍拡反対！いのちと暮らしをまもれ！ 19 日

国会議員会館前行動』が、10 月 19 日に開

会した。10/3 に

臨 時 国 会 が 始 ま

り、岸田首相が所

信表明演説で「改

憲発議」に言及、
軍拡の道を歩むことを表明し

た。深刻な経済情勢の下で、

人びとの命と暮らしが危険に

さらされ、市民と野党の共闘

が重要になっている。

　「2022 年 10 月発効の最低賃金の再改正を

要請し、直ちに中央最低賃金審議会へ諮問を

することを求めます」の厚労省要請をした。

　要請したのは、「最低賃金大幅引き上げキャ
ン ペ ー ン 委 員 会 」。

10 月 24 日厚労省

で、厚労省係官に加

藤勝信厚生労働大臣

宛の要請書を手渡し
た。出席したのは、下町ユニオン、全国一般

全国協、全国生協労連、郵政ユニオン。厚労

省は 3 名が出席。冒頭、河添さんから、要

請の主旨を説明した。

　地域最賃を引き上げをできるのは、厚労省

しかない。岸田首相は、

企業にお願いする前に

最賃を上げるべきであ

る。

　 10 月 21 日首相官邸前に、反戦平和を叫

ぶ労働者が結集した。労働組合が先頭に、反

戦運動をいっそう高揚させる。反戦を訴える

労働者が参加した 21 国際反戦デー首相官邸

前行動‼️
　労働組合が「戦争反対」の

一点で結集、いつも戦争で最

も犠牲をこうむるのは労働

者。労働者の命と生活を守る

立場の労働組合として「ただ
ちに戦争をやめろ！」

と訴える。現状でも、

日本はウクライナに武

器を提供し戦争に加担

している。そして岸田政権はこの戦争を改憲

と大軍拡に利用しようとしている。

教育会館会場

韓国サンケンと尾沢さん

銀塊官前行動

菱山さん

峰岸委員長

福島参議員

厚労省に要請

最低賃金大幅引き上げ
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　日本通運の労契法 18 条潜脱無期転換逃れ

の高裁判決が 11 月 1 日に出された。東京地

裁さえも下回る不

当判決であった。

高裁の中村裁判長

は、小さな声で告

げたが傍聴席から
は、「ちゃんと説明しろ」「裁判所が日本を悪

くした」と浴びせた。

　不当判決に対しては、最高裁へ上告受理を

行った。最高裁での闘いとなるが、東京高裁

の判決では、不更新条項が記載されていれば

　東京総行動が 10 月 26 日に行われた。総

行動は、日本製鉄本社前で、スタート式を行

い、行動を開始した。

　コースは、日本製鉄→上

智大学→日本航空→ニチア

ス→リソン→東京都庁→ト

ヨタ東京本社の順である。

　JAL 本 社 前 に 130 名
JAL は不当解雇の責任から

逃れられない！東京

全労大森議長 ( ケン

リ 総 行 動 実 行 委 員

会 ) が、「JAL 本 社

前で何としても早期解決求め、強く訴えます。

既存の 2 労組が解決した。労働者が労働者

の立場を譲った内容で良いのか疑問に残りま

す。」と主催者挨拶を行った。

　JAL 本社では、早期解決要請書申し入れを

行った。ケンリ総行動実行委員会は、支援組

合、当該組合が一堂に本社玄関に並んだ。会

社側は管理職がガードして社内に入れない

で、外で受け取る。屋内で手渡したいの攻防

が続いた。最終的に要請書は外で手渡をした。

有期雇用労働者の雇止めが

可能となってしまう。３回

開催した院内集会で、厚労

省の担当者は、この問題に

ついて最後は裁判所が決め

ると答えており、現実的に

裁判所が最後の砦という考えであった。しか

し、裁判所は劣化している。東京地裁も高裁

も大企業を忖度し結論ありきの判決を出して

おり、根拠さえも明らかにしていない。最高

裁での闘いを全力で取り組むと同時に、有期

　ユナイテッド解雇撤回の銀座デモが、生存

権の回復、裁判所の権力への追従した判決に

抗し、500 名の結集で行われた。不当解雇

された千田正信さん、吉良紀子さんが「解雇

され 7 年間、職場復帰を目指し闘ってきた。
最後の砦だっ

た最高裁も上

告棄却。現在

は「生存権を

回復するため

に 闘 っ て い

る」と闘う決意は衰えな

い。日本人だからと解雇

したユナイテッドに現職

復帰の声を上げた。労働

裁判は非情な判決が続い

ている。「裁判所がドロ

ボウとやってくる」が地

雇用労働者の

雇用安定に向

けて、世論も

動かす闘いが

必要である。

峰岸委員長

JAL 本社前

原告団

判決後高裁前

お互いさま組合員

滝沢事務局長

判決後の報告会

で行く悪どい判決だ！
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･ 情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

会費－年会費

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　11 月 3 日、戦争させない・９条壊すな！

総がかり行動実行委員会／９条改憲 NO ！全

国市民アクションが主催し憲法大行動が行わ

れた。武力で平和はつくれない、つなごう憲
法をいかす未来へ、「11・3 

憲法大行動」が、国会議事堂

周辺で行われれ、13 時にな

ると急ピッチに人が集まり、

4200 人が結集した。

　司会は、吉田瑠都さん（平和を実現するキ

リスト者ネット）が行い、年に 2 回の憲法

集会、この半年で政治が大きく変わった。庶

民に背を向けた政治は綻びる。声を出して憲

法を守りましょう。と訴えられた。挨拶は、

　ユニオンネット平和センター

は、11 月 14 日、上野駅広小路

口で、「平和を守ろう、賃金を上

げよう」と街宣行動をした。中部

全労協、JHU、京浜ユニオン、お互いさまな

どと共闘してチラシ配布、憲法を守る署名、

リレートークをした。

　コロナ禍、物価値上げ、岸田首相の原発回
帰、ウクライナ、北朝鮮

のミサイル、台湾有事を

利用した軍事拡張など、

私たちが声を大に

して訴えていく課

題 が 山 積 み で あ

る。社民党、立憲民

主党、共産党、

沖縄の風、れい

わ新撰組の立憲

野 党 か ら 行 わ

れ、他にも多くの運動団体からの訴えが続い

た。　　

　全体でのコールは、「自民党と統一教会の

癒着を徹底追求」「南西諸島に基地はいらな

い」「反原発再稼

働絶対反対」「岸

田 政 権 今 す ぐ 退

陣」で訴えた。

福島参院議員

国会議事堂前

国会議事堂前

　水彩画作品展を見に、九段下駅前にある九

段ギャラリーに出かけた。70 点あまりの水

彩画が並ぶ。お目当ては、知人の O さんが

描いた「赤い実」「秋

の 安 曇 野 」 な ど 6 

点！腕を組み、ふと

唸っる出来栄えが、

文化の秋に誘ってく

れました。

　　　　　記：宮川

滝沢事務局長

上
野
駅

上
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駅


